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検
察
庁
に
よ
る
刑
事
事
件
の
捜
査
に
係
る
秘
密
保
持
の
実
態
等
に
つ
い
て
の
法
務
大
臣
の
説
明
等
に
関
す
る
第

三
回
質
問
主
意
書

検
察
庁
に
よ
る
情
報
の
リ
ー
ク
（
以
下
、
「
リ
ー
ク
」
と
い
う
。
）
に
関
し
、
例
え
ば
検
察
と
し
て
い
つ
誰
に
聴
取
を
要
請

す
る
方
針
で
い
る
か
、
ま
た
聴
取
に
応
じ
た
人
物
が
ど
の
様
な
こ
と
を
述
べ
た
か
、
他
に
は
、
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
が
自
身
に

か
け
ら
れ
た
容
疑
に
つ
い
て
ど
の
様
な
供
述
を
し
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
供
述
の
結
果
、
何
ら
か
の
新
た
な
容
疑
が
見
つ
か
っ

た
か
、
更
に
は
別
の
人
物
が
容
疑
者
と
し
て
浮
上
し
た
か
、
あ
る
人
物
に
対
し
て
任
意
の
事
情
聴
取
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る

か
等
、
あ
る
刑
事
事
件
の
捜
査
が
ど
の
様
に
推
移
し
て
い
る
か
に
関
す
る
情
報
を
検
察
庁
が
新
聞
社
等
の
各
報
道
機
関
（
以

下
、
「
マ
ス
コ
ミ
」
と
い
う
。
）
に
流
す
こ
と
と
定
義
す
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
九
二
号
）
、

「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
二
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

鳩
山
由
紀
夫
内
閣
と
し
て
「
リ
ー
ク
」
は
な
い
と
考
え
る
根
拠
は
何
か
と
こ
れ
ま
で
累
次
に
渡
り
問
う
て
い
る
が
、

「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
法
務
大
臣
、
法
務
副
大
臣
及
び
法
務
大
臣
政
務
官
は
、
御
指
摘
の
『
政
府
答
弁
書
二
』
（
平
成

二
十
二
年
二
月
五
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第
五
〇
号
）
及
び
『
政
府
答
弁
書
三
』
（
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
六
日
内
閣
衆
質

一
七
四
第
三
号
）
を
作
成
し
た
際
、
検
察
当
局
か
ら
直
接
話
を
聞
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
作
成
に
必
要
な
す
べ
て
の
情
報

一



を
、
法
務
省
刑
事
局
か
ら
提
出
さ
せ
て
い
る
。
」
と
、
検
察
庁
内
の
関
係
部
局
、
特
に
東
京
地
方
検
察
庁
特
別
捜
査
部
、
大

阪
地
方
検
察
庁
特
別
捜
査
部
に
対
し
て
は
直
接
話
を
聞
い
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
前
回
質
問
主
意
書

で
、
当
方
は
ま
さ
に
右
二
つ
の
特
捜
部
に
お
け
る
「
リ
ー
ク
」
の
実
態
を
問
う
て
い
る
の
に
、
千
葉
景
子
法
務
大
臣
は
じ
め

法
務
省
政
務
三
役
と
し
て
、
な
ぜ
当
事
者
で
あ
る
東
京
地
検
特
捜
部
、
大
阪
地
検
特
捜
部
に
直
接
話
を
聞
か
な
い
の
か
と
問

う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
、
法
務
副
大
臣
及
び
法
務
大
臣
政
務
官
が
、
御

指
摘
の
『
政
府
答
弁
書
二
』
（
平
成
二
十
二
年
二
月
五
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第
五
〇
号
）
及
び
『
政
府
答
弁
書
三
』
（
平
成

二
十
二
年
一
月
二
十
六
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第
三
号
）
を
作
成
す
る
際
、
法
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十

八
号
）
に
よ
り
検
察
に
関
す
る
こ
と
を
所
管
す
る
法
務
省
刑
事
局
か
ら
必
要
か
つ
十
分
な
情
報
を
提
出
さ
せ
た
た
め
で
あ

る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
法
務
省
刑
事
局
は
、
検
察
庁
、
特
に
東
京
地
検
特
捜
部
、
大
阪
地
検
特
捜
部
の

検
察
官
が
、
実
際
に
「
マ
ス
コ
ミ
」
と
ど
の
様
に
接
し
て
い
る
か
、
あ
る
刑
事
事
件
に
関
す
る
情
報
を
ど
の
様
に
管
理
し
て

い
る
か
等
、
両
特
捜
部
の
捜
査
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

二

「
前
々
回
答
弁
書
」
で
「
一
般
論
と
し
て
言
え
ば
、
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
事
件
報
道
の
重
要
性
を
理
解
し
、
報
道
機

関
の
報
道
の
自
由
を
十
分
尊
重
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
検
察
当
局
が
特
定
の
事
件
に
つ
い
て
関
係
箇
所
を
捜
索
す
る
予
定
で

二



あ
る
こ
と
を
報
道
す
る
な
ど
、
捜
査
・
公
判
の
遂
行
に
支
障
を
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
取
材
や
報
道
等
が
な
さ
れ
た
場
合
に

は
、
必
要
に
応
じ
て
抗
議
す
る
な
ど
、
適
宜
適
切
に
対
処
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
、
前
回
質

問
主
意
書
で
、
右
答
弁
に
は
「
検
察
当
局
が
特
定
の
事
件
に
つ
い
て
関
係
箇
所
を
捜
索
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
報
道
す

る
」
と
あ
る
が
、
検
察
当
局
が
あ
る
特
定
の
事
件
に
つ
い
て
、
い
つ
、
ど
こ
の
関
係
箇
所
を
捜
索
す
る
予
定
で
あ
る
か
と
い

う
情
報
は
、
一
般
に
検
察
当
局
し
か
知
り
得
な
い
も
の
で
は
な
い
の
か
と
問
う
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
何
ら
明
確
な

答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
検
察
当
局
が
あ
る
特
定
の
事
件
に
つ
い
て
、
い
つ
、
ど
こ
の
関
係
箇
所
を
捜
索
す
る
予
定
で
あ

る
か
と
い
う
情
報
は
、
検
察
当
局
の
み
が
知
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
検
察
当
局
の
他
に
知
り
得
る
者
は
誰
も
い
な
い
と
承
知

す
る
が
、
右
の
認
識
に
間
違
い
は
な
い
か
。
千
葉
大
臣
の
確
認
を
再
度
求
め
る
。

三

「
前
々
回
答
弁
書
」
に
「
必
要
に
応
じ
て
抗
議
す
る
な
ど
、
適
宜
適
切
に
対
処
し
て
い
る
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
前
回

質
問
主
意
書
で
、
右
の
対
応
の
中
に
例
え
ば
検
察
当
局
が
「
マ
ス
コ
ミ
」
に
対
し
、
同
当
局
の
庁
舎
内
に
立
ち
入
る
こ
と
を

は
じ
め
、
検
察
官
に
接
触
す
る
こ
と
を
一
切
禁
じ
る
措
置
を
講
じ
る
と
い
っ
た
、
つ
ま
り
検
察
当
局
へ
の
出
入
り
を
禁
止
す

る
と
い
う
対
応
は
含
ま
れ
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
捜
査
・
公
判
の
遂
行
に
支
障
を
生
じ
る

お
そ
れ
の
あ
る
取
材
や
報
道
等
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
適
切
に
対
処
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い

三



る
が
、
そ
の
対
処
の
中
に
は
、
当
該
取
材
や
報
道
等
を
行
っ
た
報
道
機
関
の
取
材
に
対
応
し
な
い
場
合
も
あ
る
も
の
と
承
知

し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
に
は
「
報
道
機
関
の
取
材
に
対
応
し
な
い
」
と
あ
る
が
、
右
に
は
具

体
的
に
ど
の
様
な
事
例
が
あ
る
か
。
例
え
ば
検
察
当
局
の
庁
舎
内
に
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
じ
る
、
更
に
は
電
話
で
の
問
い
合

わ
せ
に
も
一
切
応
じ
な
い
等
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
方
策
を
も
っ
て
「
報
道
機
関
の
取
材
に
対
応
し
な
い
」
の
か
、
幾
つ
か

具
体
例
を
挙
げ
、
明
確
に
説
明
さ
れ
た
い
。

四

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
本
年
三
月
十
三
日
、
枝
野
幸
男
行
政
刷
新
大
臣
は
神
戸
市
内
で
講
演
し
た
際
、
「
検
察
の
捜
査
手

法
に
は
最
近
問
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
捜
査
の
あ
り
方
は
き
ち
っ
と
検
証
し
、
な
お
か
つ
捜
査
の
あ
り
方
を
規
制
す
る

法
を
つ
く
る
の
は
国
会
な
の
で
、
刑
事
訴
訟
法
を
は
じ
め
し
っ
か
り
と
間
違
い
の
な
い
制
度
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
枝
野
大
臣
の
発
言
は
、
具
体
的
に
検
察
当
局
に
よ
る
ど
の
様
な
捜
査
の
あ
り
方

に
ど
の
様
な
問
題
が
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
の
か
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

五

枝
野
大
臣
は
、
「
リ
ー
ク
」
に
つ
き
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


